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春爛漫！守山の春まつり～ 守山を彩る風流踊 ～ 

ゴールデンウィークの最中、市内各所で春祭りが行われます。中でも、５月５日（火・祝）には

ユネスコ無形文化遺産「風流踊」の構成文化財であり国の指定を受けている下新川神社および小津

神社の近江のケンケト祭り長刀振りや市の指定を受けている馬路石邊神社の豊年踊りが実施され

ます。  

 

すし切りまつり（下新川神社）  指定等：国指定無形民俗文化財「近江のケンケト祭り長刀振り」 

                   ユネスコ無形文化遺産「風流踊」構成文化財    

                   日本遺産「すし切り神事」     

●時間 午後 12 時 30 分頃   すし切り神事  

    午後１時 30 分頃     かんこの舞および長刀振り  

               境内での踊りが終了後、町内を神輿と踊りが練り歩く  

●内容   

裃すがたの若者２人が、古式にのっとりフナずしを切って神前に供えるという珍しい神事が行わ  

れた後、近江のケンケト祭り長刀振りとして境内にて雄雌の獅子の求愛する様子に見立てたかんこ

の舞と長刀振りが行われます。（地域ではこの２つを総称してすし切り祭りとして親しまれていま

す。）  

なお、地域で開催された親子教室に参加した子供たちも長刀など役割を担い、すし切り役の２人  

の若者も教室出身者であり、祭礼の継承に意欲的に取り組まれています。  

 

長刀まつり（小津神社） 指定等：国指定無形民俗文化財「近江のケンケト祭り長刀振り」  

            ユネスコ無形文化遺産「風流踊」構成文化財       

 

●時間 午前９時半頃   小津神社大鳥居前を出発し三宮を経由して正光寺→赤野井へ移動  

    正午頃     赤野井御旅所→若宮神社→午後２時半から昼休憩  

    午後４時頃  西別院→赤野井御旅所→小津神社大鳥居→小津神社三宮→本殿  

    午後６時半頃  本殿にて踊りを披露し、解散  

●内容  

 小津神社の長刀祭りは 11 の地域が８年ごとの輪番制で行っており、令和８年度は赤野井町が踊

り当番です。一列になって手に持った長刀を振りながら練り歩く、勇壮な「長刀振り」と、そのあ

とに続いて煌びやかな衣装に身を包んだササラ、鉦、鼓、太鼓等で構成される行列が音頭に合わせ

て踊ります。なお、赤野井町は当番年以外にも例年行列が赤野井町の若宮神社に訪れるため、行列

のお出迎えをされています。  

 

②  
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豊年踊り（馬路石邊神社）  指定等：市指定無形民俗文化財「豊年踊り」  
●時間          12:00 御旅所（市役所東側）から中山道を経て神社まで練り歩く。              
             17:00 馬路石邊神社到着          
●内容   
中世の田楽の系統をひくもので、煌びやかな衣装に身を包んだ太鼓持ちと太鼓打ちが中央、周りで

音頭取り、笛等が輪をつくり、音頭取りの歌詞に合わせて舞い、奉納されます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 すし切神事（下新川神社）              かんこの舞（下新川神社）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 長刀まつり（写真は昨年実施の杉江町）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
豊年踊り（馬路石邊神社）  



名 称

団 体 名 住 所
（ 小 津 神 社 ）

守山市杉江町495

代 表 者 名 連 絡 先
（ 自 治 会 ）

077-585-0491

公 開 場 所 参 加 者 数 約450 名

取材等問い
合 わ せ 先

連 絡 先 090-1671-7585

日 程

５月４日

戻って解散

５月５日

参 考 事 項

※ 新聞社等から取材先の問い合わせがあった場合には、問い合わせ先記載の方のお名前と連絡
先を伝えますので、ご了解ください。

実 　施 　計　 画　 書

近江のケンケトまつり・長刀振り（国指定無形民俗文化財）
小津神社長刀まつり

赤野井自治会

自治会長　鈴木繁幸

小津神社・赤野井若宮神社　他

参 加 内 訳
長刀112名、太鼓などの田楽踊り63名、神輿150名　その他奉仕者含め約
450名で実施

自治会長　鈴木繁幸

宵宮

　　　　　　　三宮等の杉江町内各地で踊りを披露、正光寺にて休憩

11時15分　　　正光寺を出発、杉江町内で踊り披露

　　　　　　　その後、赤野井馬場へ長刀を先頭に神輿渡御

12時00分　　　赤野井馬場到着後、若宮神社まで練り歩き

本祭

９時30分　　　小津神社大鳥居前を出発

練習日
ささら、太鼓などの楽器練習・・・４月20～24まで毎日（自治会館）
　　　　　　　　　　　　　　　　午後７時～８時
長刀　　　　　　　　　　　・・・毎週土日（西別院）
　　　　　　　　　　　　　　　　午後１時～２時
そろい練習　　　　　　　　・・・４月26日（西別院）
　　　　　　　　　　　　　　　　午後２時～３時

14時30分　　　小津若宮神社到着、神輿を置き、昼休憩　　　

16時00分　　　西別院にて集合後、踊りを披露

諏訪家などで一踊りと神輿渡御をしながら午後３時頃若宮神社まで

午前９時30分　西別院本殿前にて一踊り

午前10時　　　神輿が御旅所から若宮神社（赤野井町内）まで渡御

　　　　　　　馬場まで練り歩きながら戻る、その後小津神社へ

18時00分　　　小津神社大鳥居前～三宮～小津神社まで練り歩き。

18時30分　　　小津神社にて踊りを披露し、解散



近江のケンケトまつり・長刀振り（国指定無形民俗文化財）
下新川神社すしきりまつり

団 体 名 下新川神社伝統文化保存会 住 所
守山市幸津川町1356
下新川神社

代 表 者 名 連 絡 先 585-0367

公 開 場 所 下新川神社境内および町内 祭礼教室 下新川神社および「にじいろ」

参 加 者

取材等問い
合 わ せ 先

連 絡 先 090-3162-7764

日 程

４ 月 ３ 日

４ 月 ４ 日

５ 月 ２ 日

５ 月 ４ 日

５ 月 ５ 日 例大祭神事（式典、鮓切り神事、歓鼓の舞、等）

５ 月 ６ 日

８ 月 以 降 祭礼継承教室実施予定

参 考 事 項

　

練習場所：幸津川町「にじいろ」
　　　　　住所　幸津川町1358

神武祭斎行、衣装出し

※ 新聞社等から取材先の問い合わせがあった場合には、問い合わせ先記載の方のお名前と連絡先
を伝えますので、ご了解ください。

実 　施 　計　 画　 書

名 称

氏　名
　　森田　雄

増田茂輝

　子供40名　大人100名（予定）

練習始め（毎週土曜日、すし切り：16時～18時、踊り：19時～21時）

引継、衣装確認等後始末

踊り最終練習

宵宮祭（夜宮渡しは中止）



名 称 豊年踊り（守山市指定無形民俗文化財）

団 体 名 住 所 守山市吉身四丁目4-1馬路石邊神社

代 表 者 名 連 絡 先  077-582-2993　神社

公 開 場 所

参 加 者

取材等問い
合 わ せ 先

日 程

４月４日 太鼓練習（５日、７日）

４月11日

４月29日

５月４日 13：30 神社から御旅所へ（各所で踊り）

14：30 御旅所到着

５月５日 11：30 御旅所集合、ご祈祷

12：00 神輿出発、御旅所で１踊り

　　　　　　中山道経由で神社へ移動

17:00 神社到着 神社にて踊り

餅撒き

参 考 事 項 練習場所：馬路石邊神社境内

　　　　　住所　吉身４丁目4-1

全体練習最終

吉身祭礼保存会

※ 新聞社等から取材先の問い合わせがあった場合には、問い合わせ先記載の方のお名前と連絡先
を伝えますので、ご了解ください。

実 　施 　計　 画　 書

会 長　 小西　孝司

馬路石邊神社境内および吉身町の各所

守山市吉身四丁目4-1馬路石邊神社　５８２－２９９３　大林

太鼓持ち６名・太鼓打ち４名・ササラ４名・鉦摺り４名・笛８名・幹事及び青年

会8名・音頭11名　 合計45名（予定）

全体練習（以降、土日水で実施、
19時30分～21時）


